
グループワーク 

テーマ「若年層の人口流出について要因を洗い出す」 

 

 Ａグループ（藤田、堀田、古川、柴田、安部、村上、加藤）                           
 

職場 

・ 本社、東京の会社に就職したい 

・ 若者に旧来の農業時間を押付けたため家出した（ハウス野菜を作っています） 

・ 通勤可能範囲を超えるところの職場、自宅から通勤できない 

・ 若者の希望を充足する企業、職場が少ない 

・ 高学歴に見合う職場がない（いい企業） 

 

教育 

・ 進学に有利な高校がない（いい高校） 

・ 就職に有利な大学がない（いい大学） 

・ 教育、習い事などトップレベルのものが得られない 

・ 小、中、高生の地元のよさ･･･交流会の実行（イベント等） 

・ 地域の文化を勉強させたいのに時間がないと学校の先生が言っていた。 

・ モンスターペアレンツ のびのびした教育できない 

・ 進学を他県にしてしまい戻らない（大学が近くもどらない） 

 

生活環境 

・ 若者（40 歳までの方）がイベントを計画、長老が反対、やる気がなくなった。 

・ 住宅事情で 2 世帯で住むには狭い。若い夫婦が出て行く（外に住む） 

・ 一家を守る、継続させる、意識の欠如（長男･長女？） 

・ 親が都会へ転出するのをやむを得ないとする風潮 

・ あととり不要 

・ 敷地内に長男の家をたてて台所、部屋等が別々、うまくいっている（おばあさんはパート） 

・ 親に分家する資力が少なくなった 

・ 古い家を建て替えたいが親が反対、同居を嫁が嫌がる（風呂、トイレ） 

・ 勤め先の仕事の複雑高度化に伴う負担増の反面地域の負担が重い 

・ 転出をなげくより、呼び戻すことを考えては 

・ 嫁、姑の関係が良くない（生活習慣など） 

・ Ｕターン促進、子どもや親にいいところを見てもらおう。三世代交流行事 

 

交通 

・ 欲しいものが買える店がない（都会への憧れ） 

・ 交通が不便（仕事がハードになっている） 

・ 出産の不安→引越し（安全・安心な心配ない出産） 

・ 最寄の駅がなく不便、名古屋へ行くには愛知県へ車で送らないといけない 

 

医療・子育て 

・ 学童が 3 年生までで、兄弟姉妹が離れてしまう 

・ 休日診療の病院が三町で１つしか決められていない 

・ 育児、子育てに不安→引越し（いい施設、支援） 

・ 夜間診察の病院が遠い 

・ 児童館がないため子どもが遊ぶ場所や預けることができない 

 

婚活 

・ 若者の経済的自立ができていない（未婚者が多い） 

・ 若者は若者だけの家族生活を望む 

・ 文化、スポーツ、レク（アフター5 の活動）の場が少ない（いい出会いの場がない）→結婚できず 

・ 農家の長男、若い時恋愛に反対され未だ独身 

 

 



グループワーク 

テーマ「若年層の人口流出について要因を洗い出す」 

 

 Ｂグループ（伊藤、石川、本多、坂本、諏訪）                                   
 

仲良くしたい 

・ 親世代はご近所と仲良くお付き合いしているが、若い世代はなかなかご近所とも、お付き合いがうまくできない。 

・ 今はネットも充実しているし、大垣の人達（産院でのママ友も多くて）ご近所とお付き合いする必要がない。 

 

早く帰りたい 

・ （車しか動けない）ガソリン代、駐車料金の問題→個人負担が増えるのでもっと交通の便利な地域に出ていく 

・ コミュニティバスの運用改善 

・ タクシー制の活用（検討） 

・ 養老線とコミュニティバス等との運用方法（通勤時間を集中的にする） 

 

活気作り 

・ イベント等に地元の者達が参加できるしくみができていない 

・ 高校生は育成会から離れるのでもう少し参加できるしくみがほしい 

・ 地元で生まれ育った者（若者）は、地元のことに関心を示さないので、海津市は元気がない 

・ 海津市が元気がないということがわからない。燈台下暗しでよその市町に出て行くということが気にならない。 

 

働きたい 

・ 企業がない（働きたいと思う） 

・ 農業にも力を入れて（活用して）いろいろな企業他応援システムを作る 

・ 農業にも参加すると楽しいということをＰＲしたらどうか？ 

 

学びたい 

・ 中学校が市外の高校受験をすすめないように指導するな 

・ 若者としては、どんなにこの海津市が良いまちでも関心はよそにむいてしまう。それはそれで学ぶということに関しては

いいのではないか。年をとってから帰ってこれる、帰ってきたいと思うような海津市でありたい。また、そのような市になる

よう努力する必要あり。 

 

安心、安全に暮らしたい 

・ 医師会病院の充実 

・ 中学生など、自転車で帰宅途中に軽トラでつけられたり危険なので、こんな場所に住みたくないとの意見あり 

・ 家も少ない 


